
探究委員会

舟入探究日誌
2026年度

とは　

本校では、1～3年生それぞれに週1時間ほど「ABLE Time(総合的な探究の時間) 」という時間が設け

られていますが、それは生徒たちが探究学習を行っていくきっかけにすぎず、最終的な目標は生徒が

課外の時間に「外」に出て、各教科の高度な学びを基盤としつつ、主体的に自己の進路や目標と結

び付けながら「問い」の解決を行っていけることを目指しています。　（舟入高校HPより抜粋）

本校で行われる「総合的な探究の時間」は「ABLE Time」と名付けられています。生徒の間では、

「エイブル」の愛称で親しまれています。生徒が主体となり、多様な探究活動が行われています。

どのようなことをしているのかを外部の方々へ発信するため、有志の生徒が自身のABLEでの活動を

紹介していきます。

「探究日誌」

6月18日

1年生：お休み！

2年生：お休み！

3年生：ABLE Timeの3年間の流れって？

では

「舟入の探究」

Topics



　1年生は、舟入高校に入学してまず、平和の探究を行いま

す。

　舟入高校（の前身校）は原爆によって多くの生徒の命を失っ

た、という悲しい歴史を持っています。また、未だに世界各地

で争いが勃発しています。過去と現在を知り、そして未来の平

和のために、高校という狭い範囲から世界という広い範囲まで

様々な視点から「平和」について思考していきます。

　夏休み明けからは本格的にテーマ探究を行います。

　クラスごとに広島市内の

施設へ校外学習に行き、疑

問に思った点や面白いと思

った点を「問い」として持

ち帰ります。その後、その

「問い」の1つを「探究テー

マ」として深掘りしていきま

す。最終的には、2月に行わ

れる“舟入探究祭”でクラスご

とにワークショップを開き

ます！
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　こんにちは！今日の日誌は、3年生のみで送る特別版です！

（1、2年生は修学旅行の準備のため、ABLE Timeはお休みで

す。）

　せっかく日誌を1人で担当するので、今回は活動報告ではな

く、舟入ABLE Timeの3年間の流れを詳しく紹介しようと思い

ます！現状のおおまかな流れと魅力を感じていただけたら嬉し

いです！

▲1年生の平和講演会の様子
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　2年生では、さらに本格

的にテーマ探究を進めてい

くことになります。クラス

の境界を超えたグループを

組んで探究学習を進めま

す。私が2年生のときに

は、「10秒で泣く方法」に

ついて、みんなで泣ける映

画を見てみたり、大学院生

の方にお話を伺ったりしま

した。時間も知識もたっぷ

りある学年なので、パワフルに探究を進めていくことができま

す！

　2月には1年生と同様に“舟入探究祭”があり、1年間探究して

得られた結果や成長について、ポスターを使って発表します。

後輩や同級生に自分たちの探究内容を発表するだけでなく、校

外からお招きする講師の方々にも発表を見ていただくことがで

きます！

▲2年生の活動（テーマ検討）の様子
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　そして3年生では、2年

生で探究したテーマを生か

し、論文を1人1本執筆し

ます。実は、ここで制作し

た論文は、大学入試（主に

総合型•学校推薦型選抜）

で使われることも多いんで

す！各々が、自分の進路に

繋がる「問い」をより深く

探究することができます。

ちなみに私のように、2年

生の探究テーマとは別に、

新しく

　いかがでしょうか。ここまでざっと紹介をしましたが、各学

年それぞれに合わせた探究活動が展開されていることがおわか

りいただけたかと思います。自分の好きなことや興味があるこ

とを高度に究めることができるのが「ABLE Time」の強みで

す。

　次回からも舟入高校で行っている探究の様子をお伝えしてい

きます！それでは次回までさようなら！

▲3年生の活動（校長先生との対談）の様子

「問い」を探す生徒も一定数います！


